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ダンゴムシの交換性転向反応 

 

大阪府立岸和田高等学校 

宮村 佑太 

 

要旨 

 ダンゴムシの交換性転向反応について疑問に思った。交換性転向反応はどのような状況で見られる

のかを知るために実験を行った。右に曲がる道を塞いだ場合や、曲がり角の角度、次の曲がり角まで

の距離を変えて実験を行った。小さい角度を曲がるときと距離が長い場合は交換性転換反応が見られ

なくなった。よって、BALM 仮説にあてはまるということが分かった。 

 
序論 
 交換性転向反応とは無脊椎動物に広く見られ

る、行動に関する習性の 1 つで、「右」に曲がっ

た後には「左」、「左」に曲がった後には「右」

に曲がるというように、曲がる向きを変えて進

む習性がある。 

 BALM 仮説とは交換性転向反応において考え

られている仮説の 1 つである。右に曲がるとき

は左の足の負担が、左に曲がるときは右の足の

負担が大きくなるので、左右の足にかかる負担

を均等にするために交換性転向反応が起こると

いう仮説である。その BALM 仮説が正しいのか

疑問に思い実験した。 

 
実験 1 
図 1 のような迷路を用いて左と右に曲がった

回数を記録する。これを 100 回行う。交換性転

向反応が見られるか調べる。また、図 2 のよう

に右に曲がる道を 3 回連続で塞いだ場合も同様

に調べる。道を塞いだ場合と塞いでない場合を

比較する。 
 

実験 2 
図 3 のような迷路を用いて交換性転向反応が

見られるか調べる。角度 θの部分の θを変えて

実験する。各角度ごとに 30 回実験を行う。左右

に曲がった回数を記録する。最初、右に曲がる

ので、左に曲がると交換性転向反応が見られる

ということになる。逆に右に曲がると交換性転

向反応が見られないということになる。 

実験 3 
 図 5 のような迷路を用いて交換性転向反応が

見られるか調べる。長さ ℓの部分の長さを変え

て実験する。各長さごとに 30 回実験を行う。左

右に曲がった回数を記録する。実験 2 と同様、

左に曲がると交換性転向反応が見られる。右に

曲がると交換性転向反応が見られないというこ

とになる。 

 
実験 1 結果 
 グラフ 1 のように表せる。右に曲がる道を塞

いでいない場合（通常時）は、右に 48 回、左に

52 回曲がった。右に曲がる道を塞いだ場合は、

右に 57 回、左に 43 回曲がった。また、右、左

または左、右と連続で違う方向に曲がった割合

は通常時は 85％だった。右に曲がる道を塞いだ

場合は 77％だった。 

 

実験 2 結果 

図 4 のように表せる。角度が 50 度～100 度の

ときは交換性転向反応が完全に見られた。（70

度のときに 1 回だけ右に曲がったものは例外と

みなす。）しかし、角度を 100 度から大きくして

いくと、右に曲がる回数が増えた。そして、140

度で右に曲がった回数と左に曲がった回数がほ

ぼ等しくなった。 

 
実験 3 結果 

図 6 のように表せる。1cm と 2cm の場合は、

30 回とも左に曲がった。そこから、長さを大き
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くしていくと徐々に右に曲がる回数が増えた。

そして、10cm になると左に曲がった回数と右に

曲がった回数がほぼ等しくなった。 

 
考察 
実験 1 から、通常時は左と右に曲がった回数

がほぼ等しい。そして、左右交互に曲がった割

合も 85％と高い。このことから通常時は交換性

転向反応がよく見られたことが分かった。しか

し、図 2 のように 3 回右に曲がる道を塞いだ場

合は、その後に両方曲がることができる状況だ

と、より右に曲がる傾向が見られ、右に曲がっ

た回数が増えた。よって、両足の負担を均等に

しているので、BALM 仮説通りであると考えら

れる。 

 実験 2 から、角度が 50 度～100 度では交換性

転向反応が見られた。角度を大きくするにつれ

て徐々に見られなくなった。そして、140 度で

完全に見られなくなった。よって、実験 1 同様

に、両足の負担を均等にしているので BALM 仮

説が正しいのではないかと考えられる。 

実験 3 から、初めに曲がってから次に曲がる

までの距離が長いほど、交換性転向反応は見ら

れなくなった。10cm 程度で完全に見られなくな

った。 

このことから、交換性転向反応と次に曲がるま

での距離は、その距離が長いと交換性転向反応

が起こらないという関係にあることが分かっ

た。 

 

結論 
実験 1 から右に曲がる道を塞ぐと、その後、

右に曲がりやすくなる傾向が見られた。実験

2・3 から交換性転向反応が見られるためには曲

がり角の角度が 50 度～100 度や、次の曲がり角

までの長さが 1cm～2cm といった条件があるこ

とが分かった。 
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